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(57)【要約】
【課題】容易に向きを規定しつつ安価に指標を配置可能
な内視鏡を提供する。
【解決手段】内視鏡１０は内視鏡本体１２と照明光学系
３４と導光部６６と発光指標とを備えている。内視鏡本
体１２は、体腔内に挿入される挿入部２２と、前記挿入
部の基端部に設けられた操作部２４とを有する。照明光
学系は、前記内視鏡本体の前記操作部から前記挿入部に
かけて挿通され、前記操作部に入射端を有し前記挿入部
に出射端を有し、前記入射端に入射し前記出射端から出
射した照明光で被写体を照明するように照明光を導光す
る。導光部６６は、前記照明光学系３４の入射端と出射
端との間の部分から照明光の漏れ光を拾って光を導光、
又は、照明光を直接導光する。発光指標は、前記内視鏡
本体１２に設けられ、前記導光部６６によって導光され
た光により発光する。
【選択図】　　　図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体腔内に挿入される挿入部と前記挿入部の基端部に設けられた操作部とを有する内視鏡
本体と、
　前記内視鏡本体の前記操作部から前記挿入部にかけて挿通され、前記操作部に入射端を
有し前記挿入部に出射端を有し、前記入射端に入射し前記出射端から出射した照明光で被
写体を照明するように照明光を導光する照明光学系と、
　前記照明光学系の入射端と出射端との間の部分から照明光の漏れ光を拾って光を導光、
又は、照明光を直接導光する導光部と、
　前記内視鏡本体に設けられ、前記導光部によって導光された光により発光する発光指標
と
　を具備することを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記発光指標は、前記操作部に設けられていることを特徴とする請求項１に記載の内視
鏡。
【請求項３】
　前記内視鏡本体には、
　前記照明光学系で照明された被写体の像を導くイメージガイドと、
　前記イメージガイドで導かれた像を観察するための接眼部と
　を有する観察光学系が設けられ、
　前記発光指標は、前記接眼部を通して観察可能に設けられていることを特徴とする請求
項１もしくは請求項２に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記挿入部は、少なくとも２つの方向に湾曲可能な湾曲部を備え、
　前記操作部は、前記湾曲部を湾曲させることが可能な湾曲操作部を備え、
　前記内視鏡本体には、
　前記照明光学系で照明された被写体の像を導くイメージガイドと、
　前記イメージガイドで導かれた像を観察するための接眼部と
　を有する観察光学系が設けられ、
　前記発光指標は、前記接眼部を通して観察される観察画像外で観察され、前記湾曲部を
湾曲操作するときに視野の移動方向を認識させるのに用いられることを特徴とする請求項
１もしくは請求項２に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記発光指標は、前記イメージガイドを通して観察される前記観察画像の回転位置を認
識可能なように前記観察画像の近傍に設けられていることを特徴とする請求項４に記載の
内視鏡。
【請求項６】
　前記導光部は、前記照明光学系の前記入射端に並設または近接する位置に設けられた導
光部入射端と、前記導光部入射端に入射された光を出射する導光部出射端とを有する指標
用ライトガイドを備え、
　前記発光指標は、前記指標用ライトガイドの前記導光部出射端にあることを特徴とする
請求項１から請求項５のいずれか１に記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記指標用ライトガイドの前記導光部出射端には、パイプ状部材が配設されていること
を特徴とする請求項６に記載の内視鏡。
【請求項８】
　前記指標用ライトガイドの前記導光部入射端は、前記照明光学系から離れた位置に設け
られていることを特徴とする請求項６もしくは請求項７に記載の内視鏡。
【請求項９】
　少なくとも上下方向に湾曲する湾曲部を有する挿入部と、
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　前記挿入部の基端部に設けられ前記湾曲部を所望の方向に湾曲させる操作部と、
　前記挿入部および前記操作部にかけて挿通され前記操作部側から前記挿入部に照明光を
導光して被写体を照明する照明光学系と、
　前記挿入部および前記操作部にかけて挿通され前記照明光学系で照明された被写体の像
を前記挿入部側から前記操作部側に導く観察光学系と、
　前記照明光学系の照明光の入射端と出射端との間の部分から照明光を拾って光を導光、
又は、照明光を直接導光する指標用導光部と
　を具備し、
　前記観察光学系の前記操作部側端部と前記指標用導光部の出射端とは互いに近接した状
態で前記操作部に設けられ、
　前記指標用導光部の出射端の位置に基づいて、前記湾曲部を湾曲させたときに観察視野
の移動方向を認識可能としたことを特徴とする内視鏡本体。
【請求項１０】
　前記観察光学系は、前記操作部側端部に口金を有するイメージガイドを備え、
　前記操作部は、前記口金を有する前記イメージガイドの前記操作部側端部が配設される
開口部を備え、前記指標用導光部の出射端に対して所望の向きに、前記開口部に対して圧
入により固定するようにしたことを特徴とする請求項９に記載の内視鏡本体。
【請求項１１】
　前記指標用導光部は、指標用ライトガイドと、前記指標用ライトガイドの出射端に設け
られた細径の被覆パイプとを備え、
　前記指標用ライトガイドを通した照明光を前記被覆パイプを通して出射させるようにし
たことを特徴とする請求項９または請求項１０に記載の内視鏡本体。
【請求項１２】
　前記指標用ライトガイドに照明光を通したときに前記細径の被覆パイプの端部から出射
される光は、前記イメージガイドを通して観察される観察画像よりも小さい輝点として現
れるようにして前記湾曲部の湾曲による視野の移動方向を認識可能としたことを特徴とす
る請求項１１に記載の内視鏡本体。
【請求項１３】
　前記指標用ライトガイドに照明光を通したときに前記細径の被覆パイプの端部から出射
される光は、前記イメージガイドを通して観察される観察画像に対して細長い輝線として
現れるようにして前記湾曲部の湾曲による視野の移動方向を認識可能としたことを特徴と
する請求項１１に記載の内視鏡本体。
【請求項１４】
　前記開口部は、前記観察光学系が圧入、もしくは接着により固定される第１の孔と、前
記第１の孔に対して前記湾曲部の湾曲方向に略一致する向きに隣接するとともに指標用導
光部が圧入や接着により固定される第２の孔とを備えていることを特徴とする請求項９か
ら請求項１３のいずれか１に記載の内視鏡本体。
【請求項１５】
　請求項９から請求項１４のいずれか１に記載の内視鏡本体と、
　前記観察光学系で導かれた像を観察するための接眼部と
　を具備し、
　前記照明光学系に照明光を入れる光源が着脱可能であることを特徴とする内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、内視鏡および内視鏡本体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡の接眼部には、接眼光学系の視野を絞るマスク（視野絞り）を設けることが一般
的である。このマスクは内視鏡の湾曲部の湾曲方向を認識させるためにイメージガイドフ



(4) JP 2009-279181 A 2009.12.3

10

20

30

40

50

ァイバの端部などに設けられている。そして、特許文献１には、マスクが蒸着により施さ
れ、このマスクの上にカバーガラスが配設されることが開示されている。なお、特許文献
１には、マスクが蒸着の他に金属板を写真腐蝕させて形成することもあることも開示され
ている。この場合、例えば観察画像の上方向が蒸着または写真腐蝕により施された指標に
より規定されている。すなわち、この指標は、内視鏡の湾曲部の湾曲方向（上下（ＵＤ）
方向）を認識させることができる。このため、例えば観察画像の端の方にある被写体を観
察画像の真ん中近辺に移動させたい場合などに、容易に湾曲部を湾曲させる方向を認識す
ることができる。
【特許文献１】特開平１１－１９４２７８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、イメージガイドファイバは大きくても径が数ｍｍ程度であるため、特許
文献１に開示されたようにイメージガイドファイバの端部に蒸着したり、金属板を写真腐
蝕させてマスクを形成するには、細かい作業が要求されるうえに観察画像の確保のために
高精度に蒸着や写真腐蝕を行うことが要求される。　
　また、イメージガイドファイバの基端部に蒸着を行う際には、内視鏡の挿入部の先端部
に固定されるイメージガイドファイバの先端部との周方向の位置の兼ね合いを考慮する必
要がある。また、基端部に蒸着を行ったイメージガイドファイバの基端部を内視鏡に取り
付ける際にも周方向の位置決めを行う必要がある。このため、マスクを蒸着により形成す
る場合、少なくとも２回イメージガイドファイバの周方向（回転方向）の位置決めを行う
必要がある。さらに、イメージガイドファイバの基端部を内視鏡に取り付ける際には、イ
メージガイドファイバの端面に対してマスクの指標の位置をイメージガイドファイバから
導光される像に合わせて微調整して固定するとともに、湾曲部の湾曲方向に合わせるなど
して形成する必要がある。この場合、イメージガイドファイバの基端部を内視鏡の口金等
に固定させる必要があるが、接着剤を用いて固定することが殆どである。接着剤は硬化す
るまでにある程度の時間がかかるため、イメージガイドファイバの周方向の回転を防止す
る必要がある。このため、内視鏡の湾曲方向とイメージガイドファイバの回転方向とを一
致させた状態を維持するのは難しい。これについては写真腐蝕により指標が施される場合
も同様である。
【０００４】
　また、接眼レンズが分離し、イメージガイドファイバの基端面が剥き出しになる内視鏡
の場合、マスクを保護するためにカバーガラスを貼る必要があるなど組立コストが増して
いる実体がある。
【０００５】
　この発明は、このような課題を解決するためになされたものであり、その目的とすると
ころは、容易に向きを規定しつつ安価に指標を配置可能な内視鏡および内視鏡本体を提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、この発明に係る内視鏡は、体腔内に挿入される挿入部と前
記挿入部の基端部に設けられた操作部とを有する内視鏡本体と、前記内視鏡本体の前記操
作部から前記挿入部にかけて挿通され、前記操作部に入射端を有し前記挿入部に出射端を
有し、前記入射端に入射し前記出射端から出射した照明光で被写体を照明するように照明
光を導光する照明光学系と、前記照明光学系の入射端と出射端との間の部分から照明光の
漏れ光を拾って光を導光、又は、照明光を直接導光する導光部と、前記内視鏡本体に設け
られ、前記導光部によって導光された光により発光する発光指標とを具備することを特徴
とする。　
　発光指標を観察することによって、光源から内視鏡に照明光が入射されているか否か、
容易に確認できる。
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【０００７】
　また、前記発光指標は、前記操作部に設けられていることが好適である。　
　このため、内視鏡手技を行っている際に、発光指標を容易に確認できる。
【０００８】
　また、前記内視鏡本体には、前記照明光学系で照明された被写体の像を導くイメージガ
イドと、前記イメージガイドで導かれた像を観察するための接眼部とを有する観察光学系
が設けられ、前記発光指標は、前記接眼部を通して観察可能に設けられていることが好適
である。　
　このため、接眼部を通して観察画像を観察する際に、発光指標をを容易に確認すること
ができる。
【０００９】
　また、前記挿入部は、少なくとも２つの方向に湾曲可能な湾曲部を備え、前記操作部は
、前記湾曲部を湾曲させることが可能な湾曲操作部を備え、前記内視鏡本体には、前記照
明光学系で照明された被写体の像を導くイメージガイドと、前記イメージガイドで導かれ
た像を観察するための接眼部とを有する観察光学系が設けられ、前記発光指標は、前記接
眼部を通して観察される観察画像外で観察され、前記湾曲部を湾曲操作するときに視野の
移動方向を認識させるのに用いられることが好適である。　
　このため、接眼部を通して観察される観察像を観察する際に、観察像の向きを湾曲部の
湾曲方向に対応させて認識することができる。そうすると、湾曲部の湾曲による視野の移
動方向も発光指標を観察するだけで容易に認識することができる。
【００１０】
　また、前記発光指標は、前記イメージガイドを通して観察される前記観察画像の回転位
置を認識可能なように前記観察画像の近傍に設けられていることが好適である。　
　イメージガイドを通して観察される観察画像は例えば円形等の一見しただけでは周方向
の向きを認識し難い形状であるが、発光指標を観察画像の近傍に設けることによって、向
きを容易に認識することができる。
【００１１】
　また、前記導光部は、前記照明光学系の前記入射端に並設または近接する位置に設けら
れた導光部入射端と、前記導光部入射端に入射された光を出射する導光部出射端とを有す
る指標用ライトガイドを備え、前記発光指標は、前記指標用ライトガイドの前記導光部出
射端にあることが好適である。　
　このため、指標用ライトガイドの導光部入射端から導光された照明光を導光部出射端の
発光指標を通して観察させることによって、照明光が内視鏡の内部に導光されていること
を認識することができる。
【００１２】
　また、前記指標用ライトガイドの前記導光部出射端には、パイプ状部材が配設されてい
ることが好適である。　
　パイプの径や形状を種々の状態に変化させることにより、発光指標の光量や指標の形状
を種々に変更することができる。例えば、極小径の内径を有するパイプが用いられると、
発光指標は輝点として表現され、パイプが潰された状態では発光指標の視認できる形状は
線状である。
【００１３】
　また、前記指標用ライトガイドの前記導光部入射端は、前記照明光学系から離れた位置
に設けられていることが好適である。　
　このようにして、照明光学系から指標用ライトガイドを離して光量を調節して、観察画
像中などにハレーションが生じるのを防止することができる。
【００１４】
　また、上記課題を解決するために、この発明に係る内視鏡本体は、少なくとも上下方向
に湾曲する湾曲部を有する挿入部と、前記挿入部の基端部に設けられ前記湾曲部を所望の
方向に湾曲させる操作部と、前記挿入部および前記操作部にかけて挿通され前記操作部側
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から前記挿入部に照明光を導光して被写体を照明する照明光学系と、前記挿入部および前
記操作部にかけて挿通され前記照明光学系で照明された被写体の像を前記挿入部側から前
記操作部側に導く観察光学系と、前記照明光学系の照明光の入射端と出射端との間の部分
から照明光を拾って光を導光、又は、照明光を直接導光する指標用導光部とを具備し、前
記観察光学系の前記操作部側端部と前記指標用導光部の出射端とは互いに近接した状態で
前記操作部に設けられ、前記指標用導光部の出射端の位置に基づいて、前記湾曲部を湾曲
させたときに観察視野の移動方向を認識可能としたことを特徴とする。　
　湾曲部の湾曲方向に対して観察画像の向きを規定するために発光指標を用いることによ
って、観察画像を観察した状態で容易に観察画像の回転方向を認識することができる。
【００１５】
　また、前記観察光学系は、前記操作部側端部に口金を有するイメージガイドを備え、前
記操作部は、前記口金を有する前記イメージガイドの前記操作部側端部が配設される開口
部を備え、前記指標用導光部の出射端に対して所望の向きに、前記開口部に対して圧入に
より固定するようにしたことが好適である。　
　イメージガイドの口金が開口部に対して圧入により固定されているので、内視鏡本体の
作成時にイメージガイドがその軸回りに動くことを防止することができる。このため、内
視鏡本体の作成時の作業性の向上を図ることができ、作成の手間（コスト）を削減するこ
とができる。
【００１６】
　また、前記指標用導光部は、指標用ライトガイドと、前記指標用ライトガイドの出射端
に設けられた細径のパイプとを備え、前記指標用ライトガイドを通した照明光を前記パイ
プを通して出射させるようにしたことが好適である。　
　このため、パイプを通して光量を調節しつつ、さらに、パイプの形状を円形又は円形以
外の形状（例えばパイプを潰して線状の光を通すようにしたもの）にすることができる。
このため、発光指標を輝点としたり線状などにして、観察画像に対する湾曲部の湾曲方向
認識しやすくすることができる。
【００１７】
　また、前記指標用ライトガイドに照明光を通したときに前記細径のパイプの端部から出
射される光は、前記イメージガイドを通して観察される観察画像よりも小さい輝点として
現れるようにして前記湾曲部の湾曲による視野の移動方向を認識可能としたことが好適で
ある。　
　このため、パイプの内径を選択することによって、光量を調節することができるととも
に、ハレーションの発生を抑制することができる。
【００１８】
　また、前記指標用ライトガイドに照明光を通したときに前記細径のパイプの端部から出
射される光は、前記イメージガイドを通して観察される観察画像に対して細長い輝線とし
て現れるようにして前記湾曲部の湾曲による視野の移動方向を認識可能としたことが好適
である。　
　このため、例えば湾曲部の湾曲による視野の移動方向に発光指標の長手方向を配置する
ことにより、視野の移動方向を認識し易くすることができる。
【００１９】
　また、前記開口部は、前記観察光学系が圧入、もしくは接着により固定される第１の孔
と、前記第１の孔に対して前記湾曲部の湾曲方向に略一致する向きに隣接するとともに指
標用導光部が圧入や接着により固定される第２の孔とを備えていることが好適である。　
　このため、内視鏡本体の製造時に指標用導光部と観察光学系とが固定される位置を容易
に判別可能である。
【発明の効果】
【００２０】
　この発明によれば、容易に向きを規定しつつ安価に指標を配置可能な内視鏡および内視
鏡本体を提供することができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、図面を参照しながらこの発明を実施するための最良の形態について説明する。
【００２２】
　　［第１の実施の形態］
　まず、第１の実施の形態について図１から図８を用いて説明する。　
　図１（Ａ）から図１（Ｃ）に示すように、この実施の形態に係る内視鏡１０は、内視鏡
本体１２と、この内視鏡本体１２に着脱可能なアダプタ１４と、このアダプタ１４に対し
て着脱可能なカメラヘッド１６とを備えている。アダプタ１４の照明光学系と内視鏡本体
１２の照明光学系とは別体であり、アダプタ１４の観察光学系と内視鏡本体１２の観察光
学系とは別体である。また、アダプタ１４は接眼部として用いられ、または、アダプタと
カメラヘッド１６とが組み合わせられて接眼部として用いられる。
【００２３】
　そして、内視鏡本体１２とアダプタ１４とが互いに装着されたときに、内視鏡１０の照
明光学系および観察光学系が形成される。このため、観察光学系として用いられるカメラ
ヘッド１６は必ずしも必要ではないが、この実施の形態では説明の簡略化のために、カメ
ラヘッド１６がアダプタ１４に装着されるものとして説明する。すなわち、ここでは、後
述するモニタＭ（図８（Ａ）および図８（Ｂ）参照）を用いて被写体Ｐを観察する場合に
ついて説明する。　
　なお、内視鏡本体１２は内視鏡１０として使用した後に、主として使い捨てられるもの
として説明するが、アダプタ１４およびカメラヘッド１６は洗滌、消毒、滅菌することに
より再使用される。
【００２４】
　内視鏡本体１２は、体腔内に挿入される挿入部２２と、この挿入部２２の基端部に設け
られた操作部２４とを備えている。内視鏡本体１２の照明光学系は、それぞれ後述する照
明レンズ３２（図２参照）と、ライトガイドファイバ３４（図４、図５（Ａ）および図６
（Ａ）参照）とを備えている。内視鏡本体１２の観察光学系は、それぞれ後述する対物レ
ンズ３６（図２参照）と、イメージガイドファイバ３８（図４、図５（Ａ）、図５（Ｂ）
および図６（Ａ）参照）とを備えている。
【００２５】
　挿入部２２は、その先端側から順次、先端硬質部４２、操作部２４からの操作によって
湾曲する湾曲部４４、及び柔軟性を有する可撓部４６を備えている。この挿入部２２の内
部には、チャンネル、照明光学系および観察光学系が配設されている。図２に示すように
、先端硬質部４２の先端面には、チャンネルの開口４２ａと、照明光学系の照明レンズ３
２と、観察光学系の対物レンズ３６とが配設されている。
【００２６】
　図１（Ａ）から図１（Ｃ）に示すように、操作部２４は、操作部本体５２と、操作者に
把持されるグリップ５４と、挿入部２２の湾曲部４４を湾曲操作するアングルレバー（湾
曲操作部）５６と、チャンネル用口金５８とを備えている。グリップ５４は、操作部本体
５２と挿入部２２との間に設けられている。例えば定常状態に対して上下の２方向に回動
可能なアングルレバー５６は、操作部本体５２に設けられている。チャンネル用口金５８
は、例えば操作部本体５２に設けられているが、グリップ５４と挿入部２２との間にさら
に設けられていることも好適である。
【００２７】
　図１（Ａ）、図３、図４から図６（Ａ）に示すように、操作部本体５２には、アダプタ
１４を着脱可能に装着するためのアダプタ装着用口金６０が配設されている。　
　アダプタ装着用口金６０は、例えばステンレス鋼材等の金属材や、ポリカーボネイト等
の樹脂材料により形成されている。この口金６０は、操作部本体５２に固定された第１の
装着部６２と、第１の装着部６２に固定された第２の装着部６４とを備えている。これら
第１および第２の装着部６２，６４は、それぞれ略円柱状に一体的に形成され、例えば挿
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入部２２の中心軸と略同一の軸上に配設されている。そして、第１の装着部６２の外径は
、第２の装着部６４の外径に対して大きく形成されている。
【００２８】
　第１の装着部６２のうち、第１の装着部６２の底面は操作部本体５２に固定され、上面
６３には第２の装着部６４があり、これら底面および上面（アダプタ１４の嵌合部８２に
対する軸方向の移動を規制する移動規制部）６３は例えば平行である。さらに、第１の装
着部６２には、これら底面および上面６３に対して直交する長方形状の平面（アダプタ１
４の嵌合部８２に対する周方向の移動規制部）７２が形成されている。すなわち、図３に
示すように、アダプタ装着用口金６０の第１の装着部６２は略Ｄ形状である。
【００２９】
　アダプタ装着用口金６０の端部（第２の装着部６４のうち、第１の装着部６２に対して
遠位側の端部）は平坦面に形成されている。このアダプタ装着用口金６０の端部には、貫
通された開口部６０ａが形成されている。開口部６０ａは、図５（Ｂ）に示すように、第
１の貫通孔６１ａと第２の貫通孔６１ｂとを備えている。第１の貫通孔６１ａは、略円形
状に形成されている。第２の貫通孔６１ｂは、第１の貫通孔６１ａよりも開口量が小さく
形成されているとともに、ここでは第１の貫通孔６１ａに連通した状態に形成されている
。
【００３０】
　そして、特に、第１の貫通孔６１ａの中心と第２の貫通孔６１ｂの中心とを結ぶ線分を
延長すると、アングルレバー５６を操作したときに湾曲部４４が湾曲する方向と一致（ま
たは略一致）する。
【００３１】
　ところで、イメージガイドファイバ３８の基端部（操作部２４側端部）には、例えばス
テンレス鋼材等の金属材製の被覆パイプ（口金）３８ａが固定されている。この被覆パイ
プ３８ａは、アダプタ装着用口金６０の端部の開口部６０ａの第１の貫通孔６１ａに固定
されている。このとき、特に、被覆パイプ３８ａは、アダプタ装着用口金６０の端部の開
口部６０ａの第１の貫通孔６１ａに対して、イメージガイドファイバ３８を通して得られ
る像が所定の向きになるように調整された状態で、金属材製の被覆パイプ３８ａ、もしく
は開口部６０aの弾性力を用いて圧入により固定されている。
【００３２】
　開口部６０ａの第２の貫通孔６１ｂには、さらに、指標用ライトガイドファイバ（導光
部）６６の一端（出射端）が例えば圧入や接着により固定されている。この指標用ライト
ガイドファイバ６６の他端（入射端）は、自由端であり、ライトガイドファイバ３４に近
接した位置に配設されている。すなわち、指標用ライトガイドファイバ６６の長さは適宜
に調整されている。　
　なお、指標用ライトガイドファイバ６６は、例えばプラスチック材やガラス材が用いら
れる。指標用ライトガイドファイバ６６は、出来るだけ細く、イメージガイドファイバ３
８を通した像の観察の邪魔にならない程度であることが好ましい。このため、例えばプラ
スチック材を用いる場合、０．２５ｍｍ程度又は可能であればさらに細径のもの、ガラス
材を用いる場合、３０μｍから５０μｍ程度又は可能であればさらに細径のもの等が用い
られる。
【００３３】
　図３から図５（Ａ）に示すように、この長方形状の平面７２には、口金６０の外側に向
けられる面が鏡面仕上げされた円盤７４が埋設されている。この円盤７４の裏面（口金６
０の内側）７４ａは略すり鉢状に形成されている。ライトガイドファイバ３４の基端部（
操作部２４側端部）は、この鏡面仕上げされた円盤７４の中心の位置に被覆パイプ３４ａ
を介して固定されている。このため、ライトガイドファイバ３４の基端部は、第１の装着
部６２の中心軸に対して直交する方向に固定されている。なお、この円盤７４の外径は、
後述するロッドレンズ１１４の外径よりも大きく形成されている。
【００３４】
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　図３から図５（Ａ）に示すように、第２の装着部６４は、第１の装着部６２の上面６３
の中心軸上に固定されている。このうち、第２の装着部６４の上端の上面は第１の装着部
６２の上端の上面６３に平行である。観察光学系のイメージガイドファイバ３８の基端部
は、この第２の装着部６４の上端の上面の中心の位置に固定されている。さらに、第２の
装着部６４の外周面には、アダプタ１４の後述する係合玉１４８に係合するために、円環
状の凹部６４ａが形成されている。
【００３５】
　アダプタ１４は、アダプタ装着用口金６０の第１および第２の装着部６２，６４に着脱
可能に装着するための嵌合部（口金収容部）８２と、光源取付部８４と、接眼部としての
観察像拡大部８６と、ロック機構８８とを備えている。ロック機構８８は、アダプタ１４
の第２の装着部６４の凹部６４ａと嵌合部８２との間を装着状態に維持したり、これらの
間の装着を解除したりするために設けられている。
【００３６】
　嵌合部８２は、アダプタ装着用口金６０の第１および第２の装着部６２，６４を覆うよ
うに略筒状に形成されている。嵌合部８２は、第１の筒状部（口金収容部）８２ａと、第
２の筒状部（口金収容部）８２ｂとを一体的に備えている。嵌合部８２は、図４に示す下
側の第１の筒状部８２ａの方が上側の第２の筒状部８２ｂに比べて内径が大きく形成され
ている。これは、嵌合部８２の上側の第２の筒状部８２ｂに第２の装着部６４が配設され
、嵌合部８２の下側の第１の筒状部８２ａに第１の装着部６２が配設されることによるも
のである。さらに、第１の筒状部８２ａと第２の筒状部８２ｂとの間には、アダプタ装着
用口金６０の第１の装着部６２の上面が当接されるように、嵌合部８２の中心軸に直交す
る方向に２つの平行面（このうち、一方（下面）が口金６０の軸方向の移動を規制する移
動規制部９２ａであり、他方（上面）がフランジ部１４４の載置面９２ｂである）が形成
され、すなわち、段差が形成されている。
【００３７】
　さらに、嵌合部８２のうち、第１の筒状部８２ａには、アダプタ装着用口金６０の第１
の装着部６２の長方形状の平面７２に突き合わせられるように平面（周方向の移動規制部
）９２ｃが形成されている。このため、嵌合部８２は、アダプタ装着用口金６０に対して
軸方向および周方向に位置決めされた状態で着脱可能である。
【００３８】
　嵌合部８２のうち、アダプタ装着用口金６０の第１の装着部６２が配設される第１の筒
状部８２ａには、嵌合部８２の中心軸に直交する方向に第１の開口９４ａが形成されてい
る。この第１の開口９４ａには、光源取付部８４が固定されている。
【００３９】
　嵌合部８２のうち、アダプタ装着用口金６０の第２の装着部６４が配設される第２の筒
状部８２ｂには、嵌合部８２の中心軸に直交する方向に第２の開口９４ｂが形成されてい
る。第２の開口９４ｂは、嵌合部８２の中心軸に対して略１２０度おきに形成されている
。これら第２の開口９４ｂには、ロック機構８８が配設される。
【００４０】
　嵌合部８２の第２の筒状部８２ｂのうち、第２の開口９４ｂの上側には、嵌合部８２の
中心軸に直交する方向に第３の開口９４ｃが形成されている。第３の開口９４ｃは、後述
するが、嵌合部８２と、観察像拡大部８６の第１の枠体１０２ａとが螺合された位置の下
側である。この第３の開口９４ｃは、アダプタ１４の内部に洗浄液を通すための穴として
用いられる。
【００４１】
　嵌合部８２の第２の筒状部８２ｂの上端には、観察像拡大部８６が固定されている。観
察像拡大部８６は、それぞれ筒状の第１から第３の枠体１０２ａ，１０２ｂ，１０２ｃと
、接眼光学レンズ群１０４と、カバーガラス１０６とを備えている。第１の枠体１０２ａ
には、接眼光学レンズ群１０４が固定されている。この第１の枠体１０２ａの下端の外周
面は、嵌合部８２の上端の内周面に螺合されて固定されている。第２の枠体１０２ｂの内
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周面は、第１の枠体１０２ａの外周面に螺合されて固定されている。第３の枠体１０２ｃ
には、カバーガラス１０６が固定されている。この第３の枠体１０２ｃのカバーガラス１
０６は、第１の枠体１０２ａの接眼光学レンズ群１０４に蓋をするように配設されている
とともに、第２の枠体１０２ｂの内周面は、第３の枠体１０２ｃの下端の外周面に螺合さ
れている。このとき、接眼光学レンズ群１０４およびカバーガラス１０６の観察用光軸（
中心軸）は、嵌合部８２の中心軸と同軸上にある。このため、接眼光学レンズ群１０４を
通した観察像は、接眼光学レンズ群１０４を通す前の観察像に比べて拡大されて術者に観
察される。
【００４２】
　なお、第１の枠体１０２ａと第２の枠体１０２ｂとの間、第２の枠体１０２ｂと第３の
枠体１０２ｃとの間には、それぞれＯリング１０８ａ，１０８ｂが配設されている。この
ため、第１の枠体１０２ａと第２の枠体１０２ｂとの間、第２の枠体１０２ｂと第３の枠
体１０２ｃとの間の水密が図られている。すなわち、接眼光学レンズ群１０４やカバーガ
ラス１０６内に液体や気体が浸入することが防止されている。
【００４３】
　上述したように、光源取付部８４は、嵌合部８２の第１の開口９４ａに固定されている
。光源取付部８４は、筒状の枠体１１２と、この枠体１１２の内部に固定されたロッドレ
ンズ１１４とを備えている。光源取付部８４の枠体１１２は、嵌合部８２の下端の第１の
開口９４ａに螺合により固定されている。このとき、ロッドレンズ１１４の照明用光軸は
嵌合部８２の中心軸に対して直交する方向にある。　
　なお、図７（Ａ）に示すように、光源取付部８４の枠体１１２には、ライトガイドケー
ブル１２２を介して図示しない光源装置が配設されたり、バッテリ光源１２４が配設され
たりする。
【００４４】
　ライトガイドケーブル１２２は、その一端に、アダプタ１４の光源取付部８４の枠体１
１２に着脱可能に接続される光源ソケット１３２が配設されている。この光源ソケット１
３２は、光源取付部８４の枠体１１２に着脱可能に装着されるキャップ１３４と、照明ラ
ンプからの照射光を集光する集光レンズ１３６とを備えている。さらに、ライトガイドケ
ーブル１２２は、その他端に、光源装置（図示せず）に接続される外部光源コネクタ１３
８が配設されている。
【００４５】
　バッテリ光源１２４は、照明ランプ（図示せず）と、この照明ランプを点灯駆動する電
源（図示せず）と、アダプタ１４の光源取付部８４の枠体１１２に着脱可能に接続される
光源ソケット１３２とを備えている。バッテリ光源１２４の光源ソケット１３２は、ライ
トガイドケーブル１２２の光源ソケット１３２と同一形状に形成されている。
【００４６】
　このため、アダプタ１４の光源取付部８４の枠体１１２に、光源装置が接続されたライ
トガイドケーブル１２２の光源ソケット１３２や、バッテリ光源１２４の光源ソケット１
３２が装着されると、光源取付部８４のロッドレンズ１１４に照明光を入射可能である。
【００４７】
　図４および図６（Ａ）に示すように、ロック機構８８は、アダプタ１４とアダプタ装着
用口金６０との間の装着状態を解除する際に操作される筒状のレバー部材１４２を嵌合部
８２に対して回転可能に備えている。このレバー部材１４２は、嵌合部８２および観察像
拡大部８６の外側に配設されている。なお、図６（Ｂ）および図７（Ｂ）に示すように、
このレバー部材１４２の外周は、例えば１対の平行な平面１４２ａと、１対の曲面１４２
ｂとにより形成されている。このため、このようなレバー部材１４２の形状によりアダプ
タ１４の転がりが防止されている。
【００４８】
　さらに、図７（Ａ）および図７（Ｂ）に示すように、レバー部材１４２には、穴１４２
ｃが形成されている。この穴１４２ｃは、洗浄液や消毒液などをアダプタ１４の内部に入
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れるために設けられている。
【００４９】
　図４および図６（Ａ）に示すように、レバー部材１４２は、中心部に嵌合部８２が貫通
するための円形状の開口を有するフランジ部１４４を備えている。フランジ部１４４は、
観察像拡大部８６の第２の枠体１０２ｂの下側であって、嵌合部８２の第１の筒状部８２
ａと第２の筒状部８２ｂとの間の段差の上面９２ｂに載置されている。
【００５０】
　このフランジ部１４４の開口径は、観察像拡大部８６に近接する側が狭く、光源取付部
８４に近接する側が広い。すなわち、フランジ部１４４の開口には、横断面が斜めの斜面
１４６が形成されている。なお、嵌合部８２は、レバー部材１４２のフランジ部１４４を
載置した状態で支持する。
【００５１】
　レバー部材１４２のフランジ部１４４が嵌合部８２に載置された状態で、フランジ部１
４４の斜面１４６に相対する位置には、嵌合部８２の上述した３つの第２の開口９４ｂが
形成されている。これら３つの第２の開口９４ｂには、それぞれアダプタ装着用口金６０
の第２の装着部６４の凹部６４ａに係合される係合玉１４８が配設されている。これら第
２の開口９４ｂは、嵌合部８２の内周面側の径が係合玉１４８の直径よりも小さく、外周
面側の径が係合玉１４８の直径よりも大きく形成されている。このため、係合玉１４８は
、嵌合部８２の内周面に対して内側（中心軸側）に突出する所定の位置（口金６０をアダ
プタ１４の嵌合部８２に係合させる位置）よりもさらに内側に移動することが規制され、
外側に移動することが許容されている。そして、フランジ部１４４の斜面１４６により、
係合玉１４８が嵌合部８２の中心軸側に押圧されている。このため、レバー部材１４２を
上側に移動させると、係合玉１４８が嵌合部８２の中心軸に対して外側に移動することが
許容されることになる。
【００５２】
　レバー部材１４２のフランジ部１４４の上面と、観察像拡大部８６の第１の枠体１０２
ａの下面との間には、コイルバネ１５０が嵌合部８２の外周に配設されている。この場合
、コイルバネ１５０は、レバー部材１４２のフランジ部１４４の上面と、観察像拡大部８
６の第１の枠体１０２ａの下面との間を離隔させるように付勢している。このため、フラ
ンジ部１４４が、観察像拡大部８６の第２の枠体１０２ｂの下側であって、嵌合部８２の
第１の筒状部８２ａと第２の筒状部８２ｂとの間の段差の上面９２ｂに押し付けられてい
る。したがって、斜面１４６で係合玉１４８を嵌合部８２の中心部側に付勢されている。
このとき、第２の装着部６４の凹部６４ａと係合するため、係合玉１４８の一部は、嵌合
部８２の内周面よりも中心側に突出されている。
【００５３】
　この状態で、コイルバネ１５０の付勢力に抗してレバー部材１４２を嵌合部８２に対し
て図４および図６（Ａ）中の上側に移動させる。すると、フランジ部１４４と嵌合部８２
の上面９２ｂとが離れて斜面１４６が上側に移動する。このため、係合玉１４８を嵌合部
８２の中心軸に対して外側に移動することが許容される。そうすると、嵌合部８２との間
の係合を解除することができる。
【００５４】
　図１（Ａ）、図１（Ｂ）、図４、図６（Ａ）および図７に示すように、アダプタ１４の
観察像拡大部８６の第２の枠体１０２ｂは、上述したようにカメラヘッド１６が着脱可能
なように、アイピース形状を有している。すなわち、図１（Ａ）から図１（Ｃ）に示すよ
うに、この第２の枠体１０２ｂには、さらに、カメラヘッド１６が着脱可能である。すな
わち、この実施の形態では、アダプタ１４の接眼部として、観察像拡大部８６と、カメラ
ヘッド１６等の観察像表示機構とを備えている。
【００５５】
　カメラヘッド１６のうち、アダプタ１４のカバーガラス１０６に相対する位置には、例
えば撮像光学系としてＣＣＤやＣＭＯＳ（図示せず）が内蔵されている。そして、アダプ
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タ１４の観察像拡大部８６で拡大され、撮像光学系で撮像された像は、カメラケーブル１
６ａを介して伝達されてモニタＭ（図８（Ａ）および図８（Ｂ）参照）に表示される。カ
メラヘッド１６の撮像光学系は略矩形状に形成されているので、モニタＭに表示される像
自体は略矩形状に形成されている。一方、イメージガイドファイバ３８は、その断面が略
円形状に形成されているので、観察像Ｐの観察画像Ｆは略円形状である。
【００５６】
　なお、カメラケーブル１６ａの代わりに軽量の小型のモニタ（図示せず）が固定されて
いたり、または、着脱可能に接続されていることも好適である。この場合、内視鏡１０は
、より携帯性に適している。
【００５７】
　次に、この実施の形態に係る内視鏡１０の作用について説明する。　
　まず、内視鏡本体１２のアダプタ装着用口金６０に被覆パイプ３８ａを有するイメージ
ガイドファイバ３８と、指標用ライトガイドファイバ６６とを並設させて装着する際の作
業について説明する。
【００５８】
　内視鏡本体１２の操作部２４のアングルレバー５６を操作し、湾曲部４４を湾曲させる
。このとき、イメージガイドファイバ３８の図２に示す対物レンズ３６を通して先端部（
挿入部２２の先端硬質部４２側端部）から基端部に導かれる像の移動方向を適宜の手段に
より確認する。そして、イメージガイドファイバ３８の周方向の向きが湾曲部４４の湾曲
方向に合う向きを認識しておく。
【００５９】
　図５（Ｂ）に示す口金６０の第１の貫通孔６１ａに対して、イメージガイドファイバ３
８の端部の被覆パイプ３８ａを圧入して固定する。なお、被覆パイプ３８ａとイメージガ
イドファイバ３８とは予め接着剤等により固定され、被覆パイプ３８ａは口金６０の第１
の貫通孔６１ａに対して圧入により固定されているので、口金６０に対するイメージガイ
ドファイバ３８の向きは圧入された時点で維持される。
【００６０】
　その後、口金６０の第１の貫通孔６１ａに隣接する第２の貫通孔６１ｂに対して、予め
所定の長さに切断した指標用ライトガイドファイバ６６の一端を圧入もしくは接着して固
定し、その他端をライトガイドファイバ３４の近傍に近接させる。
【００６１】
　このとき、図８（Ａ）および図８（Ｂ）に示すように、指標用ライトガイドファイバ６
６の端部である発光指標Ｌは、観察画像Ｆの上側に配置される。そして、アングルレバー
５６を図１（Ａ）から図１（Ｃ）に示すＵＤ方向に適宜に回動させると、発光指標Ｌが観
察画像Ｆの上側に配置された状態で観察画像Ｆ内の観察像（被写体）Ｐが図８（Ａ）中の
符号αで示す方向（湾曲部４４の湾曲方向と同じ方向）に沿って移動する。
【００６２】
　なお、イメージガイドファイバ３８、指標用ライトガイドファイバ６６をアダプタ装着
用口金６０に装着する順番は、上述したものに限らず、適宜に変更可能である。すなわち
、イメージガイドファイバ３８の端部の被覆パイプ３８ａを口金６０の第１の貫通孔６１
ａに固定するよりも前に、指標用ライトガイドファイバ６６の一端を第２の貫通孔６１ｂ
に固定していても良い。
【００６３】
　次に、この実施の形態に係る内視鏡１０を使用する際の手順について説明する。　
　まず、アダプタ１４を内視鏡本体１２に装着する手順について説明する。すなわち、ア
ダプタ１４を内視鏡本体１２のアダプタ装着用口金６０に装着する手順について説明する
。なお、アダプタ１４に対してカメラヘッド１６を予め装着していても良く、カメラヘッ
ド１６を後から装着しても良い。
【００６４】
　図４に示すように、アダプタ１４の光源取付部８４が配置された平面９２ｃとアダプタ
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装着用口金６０の円盤７４が配設された平面７２とが同じ向き（平行）になるように把持
して、互いに装着する。
【００６５】
　このとき、係合玉１４８は、嵌合部８２の第２の筒状部８２ｂにより嵌合部８２の外側
に向かって押圧される。このため、コイルバネ１５０の付勢力に抗してレバー部材１４２
が嵌合部８２に対して一旦上昇して係合玉１４８の外側への移動を許容する。この状態で
アダプタ装着用口金６０の第２の装着部６４の凹部６４ａが係合玉１４８に対向したとき
、コイルバネ１５０の付勢力により嵌合部８２の内側に押圧されて、係合玉１４８が第２
の装着部６４の凹部６４ａと係合する。すなわち、アダプタ１４とアダプタ装着用口金６
０とが係合される。
【００６６】
　このとき、アダプタ装着用口金６０の第１の装着部６２の移動規制部としての平面６３
と嵌合部８２の移動規制部としての平面（係合面）９２ａとが当接されることにより、嵌
合部８２に対する口金６０の軸方向の移動が規制される。さらに、口金６０の第１の装着
部６２の移動規制部としての平面７２と、アダプタ１４の嵌合部８２の移動規制部として
の平面（係合面）９２ｃとが略密着する状態に突き合わせられる。このため、アダプタ装
着用口金６０とアダプタ１４の嵌合部８２とは互いの中心軸に対する回転（周方向の回転
）が防止される。したがって、アダプタ装着用口金６０と、アダプタ１４の嵌合部８２と
は、一義的に位置決めされる。このとき、図６（Ａ）に示すように、イメージガイドファ
イバ３８と接眼光学レンズ群１０４とは同一軸上にあり、ライトガイドファイバ３４とロ
ッドレンズ１１４とは同一軸上にある。　
　したがって、アダプタ装着用口金６０に対してアダプタ１４の嵌合部８２を所定の方向
に移動させるだけで、内視鏡本体１２の照明光学系の光軸と、アダプタ１４の照明光学系
の光軸とが合わせられるとともに、内視鏡本体１２の観察光学系の光軸と、アダプタ１４
の観察光学系の光軸とが合わせられる。すなわち、１つの動作で２つの光軸が合わせられ
る。
【００６７】
　さらに、アダプタ１４の光源取付部８４の枠体１１２には、ライトガイドケーブル１２
２やバッテリ光源１２４の光源ソケット１３２が接続される。すなわち、アダプタ１４の
光源取付部８４の枠体１１２には、キャップ１３４が着脱可能に螺合される。このため、
集光レンズ１３６と光源取付部８４のロッドレンズ１１４との照明用光軸も自動的に合わ
せられる。
【００６８】
　したがって、例えば光源装置からライトガイドケーブル１２２を通した照明光は、アダ
プタ１４のロッドレンズ１１４を介して内視鏡本体１２のアダプタ装着用口金６０の鏡面
状の円盤７４の中心付近に照射される。円盤７４に照射された照明光の一部はライトガイ
ドファイバ３４の基端に入射される。すなわち、内視鏡本体１２に光が入射される。そう
すると、ライトガイドファイバ３４から内視鏡１０の挿入部２２の先端硬質部４２の照明
レンズ３２を通して照明光が出射される。また、ライトガイドファイバ３４からの漏れ光
が指標用ライトガイドファイバ６６の他端に入射されてイメージガイドファイバ３８に並
設された指標用ライトガイドファイバ６６の一端から出射される。
【００６９】
　なお、このとき、円盤７４は鏡面状なので、光を反射する。したがって、光の反射によ
り円盤７４に吸熱されることが抑制され、円盤７４に熱が発生することが極力防止される
。すなわち、口金６０が加熱されることが極力防止され、操作部２４自体の加熱も防止さ
れる。
【００７０】
　そして、照明レンズ３２を通して出射された光により、被検体が照明される。対物レン
ズ３６は被検体の像を取り込んでイメージガイドファイバ３８の先端に入射する。そうす
ると、イメージガイドファイバ３８の基端部からその像が出射される。その像はアダプタ
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１４の接眼光学レンズ群１０４を通して拡大されてカバーガラス１０６を通してカメラヘ
ッド１６の撮像光学系で撮像される。そうすると、その撮像光学系で撮像された観察像デ
ータがカメラヘッド１６のカメラケーブル１６ａを介して伝送されて図８（Ａ）および図
８（Ｂ）に示すようにモニタＭの観察画像Ｆに観察像（被写体）Ｐが表示される。
【００７１】
　モニタＭには、観察画像Ｆと発光指標Ｌとが表示される。発光指標Ｌは、指標用ライト
ガイドファイバ６６を通して導光された一端を出射した光である。この発光指標Ｌは、観
察画像Ｆの上側を規定するように指標用ライトガイドファイバ６６の一端が調整されて配
置されている。このため、アングルレバー５６をＵ側（ＵＰ側）に動かすと、湾曲部４４
が上側に湾曲し、図８（Ａ）に示す観察画像Ｆ内の観察像Ｐが図８（Ｂ）のように変化す
る。すなわち、被写体（観察対象物）Ｐが観察画像Ｆ中で移動する。一方、アングルレバ
ー５６をＤ側（ＤＯＷＮ側）に動かすと、湾曲部４４が下側に湾曲し、図８（Ｂ）に示す
観察画像Ｆ内の観察像Ｐが図８（Ａ）に示すように変化する。
【００７２】
　このとき、軸状のアダプタ装着用口金６０には、ライトガイドファイバ３４の基端部、
および、イメージガイドファイバ３８の基端部が互いに異なる方向を臨んで固定され、ア
ダプタ１４の光源取付部８４と観察像拡大部８６との光軸が異なる向きに向けられている
。このため、照明光源から照明光を採るのと、術者が観察像拡大部８６を覗いて観察した
りモニタＭで観察したりするのとが干渉することが防止されている。
【００７３】
　また、必要に応じて、チャンネル用口金５８からチャンネルを通して挿入部２２の先端
硬質部４２の開口４２ａから鉗子等を突出させて各種の処置を行う。
【００７４】
　内視鏡１０の使用後、使い捨て型の内視鏡本体１２を廃棄する。このとき、アダプタ１
４は再使用に供するため、内視鏡本体１２から取り外す。以下、アダプタ１４を内視鏡本
体１２から取り外す手順について説明する。
【００７５】
　ロック機構８８のレバー部材１４２を持って、嵌合部８２に対して図６（Ａ）中の上側
に移動させる。このとき、コイルバネ１５０の付勢力に抗して、レバー部材１４２を嵌合
部８２に対して移動させる。すると、フランジ部１４４の斜面１４６が上側に移動する。
このため、係合玉１４８の外側にスペースが生じる。そうすると、係合玉１４８と、第２
の装着部６４の凹部６４ａとの間の係合が外れる。このため、アダプタ装着用口金６０と
アダプタ１４の嵌合部８２との間の係合が解除される。
【００７６】
　アダプタ１４は、洗浄、消毒、滅菌を行うことにより、再使用に供する。この場合、図
７（Ａ）および図７（Ｂ）に示す穴１４２ｃから洗浄液等を入れて、図４に示す嵌合部８
２の第３の開口９４ｃなどを通して内部を洗浄等する。このため、アダプタ１４の内部が
洗浄、消毒、滅菌されて再使用可能となる。このアダプタ１４は、新しい使い捨て型内視
鏡本体１２に装着されて同様に使用される。
【００７７】
　一方、アダプタ１４が取り外された使用済みの使い捨て型内視鏡本体１２は、袋等に入
れられて廃棄される。
【００７８】
　以上説明したように、この実施の形態によれば、以下の効果が得られる。　
　アダプタ装着用口金６０の開口部６０ａの第１の貫通孔６１ａに被覆パイプ３８ａを有
するイメージガイドファイバ３８の基端部を固定する際、向きを規定した状態で圧入する
だけで容易に固定することができる。アダプタ装着用口金６０にイメージガイドファイバ
３８の基端部の被覆パイプ３８ａを取り付ける際、圧入により固定すると、被覆パイプ３
８ａはアダプタ装着用口金６０の第１の貫通孔６１ａの軸回りに回転しないので、固定状
態を容易に維持することができる。したがって、イメージガイドファイバ３８を口金６０
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に取り付ける作業を容易に行うことができるので、内視鏡本体１２の組み立て性を大きく
向上させることができる。また、新たな部品も必要としないので、安価に製造することが
できる。
【００７９】
　そして、指標となる指標用ライトガイドファイバ６６を湾曲方向（ＵＤ方向）を規定し
て取り付けた（特に、観察画像Ｆの上側に発光指標Ｌを配置した）ので、湾曲部４４を湾
曲させることによって、被写体Ｐの位置を観察画像Ｆ中で容易に位置を変更することがで
きる。すなわち、図８（Ａ）に示す位置に被写体Ｐがあって、図８（Ｂ）に示す位置に被
写体Ｐをもっていきたい場合、湾曲部４４のアングルレバー５６を例えばＵ側に回動させ
ると、観察画像Ｆのほぼ真ん中に被写体Ｐを移動させることができる。
【００８０】
　なお、この実施の形態ではモニタＭを用いて被写体Ｐを観察する場合について主に説明
したが、モニタＭを用いずにアダプタ１４の観察像拡大部８６を直接覗いて観察すること
も好適である。この場合も、観察画像Ｆから外れた位置に光源１２４からの漏れ光によっ
て観察時に指標用ライトガイドファイバ６６を通した発光指標Ｌを認識できる。
【００８１】
　また、指標用ライトガイドファイバ６６の端部（発光指標Ｌ）をアダプタ１４をアダプ
タ装着用口金６０に装着した際に操作部２４のうちの外側に露出される位置に配置しても
良い。この場合、例えば光源１２４から照明光が出射されているか否か、発光指標Ｌを視
認することによって確認することができる。すなわち、この実施の形態では発光指標Ｌを
内視鏡本体１２の口金６０ａに設けたものとして説明したが、操作部２４のいずれかの位
置に配置されて、例えばバッテリ光源１２４のＯＮ／ＯＦＦの切り替えを発光指標Ｌで認
識できるようにしても良い。
【００８２】
　また、この実施の形態では、アダプタ１４と内視鏡本体１２とが着脱可能であるとして
説明したが、アダプタ１４が内視鏡本体１２に固定された状態に一体に形成されているこ
とも好適である。
【００８３】
　また、この実施の形態では内視鏡本体１２を内視鏡１０として使用した後に、主として
使い捨てられるものとして説明したが、洗滌、消毒、滅菌できる構造を取ることにより再
使用することもできる。この場合、適宜に素材の選択をすることを要するものの、内視鏡
本体１２の内部に洗滌液、消毒液等が浸入することを防止するように、発光指標Ｌが配置
された部位等に水密を図るようにすればよい。
【００８４】
　　［第２の実施の形態］
　次に、第２の実施の形態について図９を用いて説明する。この実施の形態は第１の実施
の形態の変形例であって、第１の実施の形態で説明した部材と同一の部材には同一の符号
を付し説明を省略する。
【００８５】
　図９（Ａ）に示すように、内視鏡本体１２の口金６０の開口部６０ａと、ライトガイド
ファイバ３４の基端部が配設された円盤７４との間には、指標用ライトガイドファイバ６
６が配設されている。ここで、円盤７４には、ライトガイドファイバ３４の基端部と、指
標用ライトガイドファイバ６６の他端とが並設されている。すなわち、指標用ライトガイ
ドファイバ６６の他端は、円盤７４を貫通した状態で配設されている。
【００８６】
　図９（Ｂ）および図９（Ｃ）に示すように、開口部６０ａの第２の貫通孔６１ｂには、
指標用ライトガイドファイバ６６と、被覆パイプ（パイプ状部材）６６ａとが配設されて
いる。被覆パイプ６６ａは例えばステンレス鋼材等の金属材製の極細の内径を有するもの
が用いられる。
【００８７】
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　そして、指標用ライトガイドファイバ６６の他端にはバッテリ光源１２４からアダプタ
１４のロッドレンズ１１４を通して照明光が直接入射される。このため、バッテリ光源１
２４の照明光が指標用ライトガイドファイバ６６の一端から出射される。しかしながら、
極細の内径を有する被覆パイプ６６ａによって光路が狭められているので、被覆パイプ６
６ａの端部から出射した光は小さな輝点（発光指標Ｌ）として観察像拡大部８６を通して
観察できたり、モニタＭに表示したりすることができる。
【００８８】
　なお、極細の内径を有する被覆パイプ６６ａを設けない場合、指標用ライトガイドファ
イバ６６の断面積の大きさや光伝達率等にもよるが、観察画像Ｆがハレーションを引き起
こす可能性があるのに対し、このような被覆パイプ６６ａを指標用ライトガイドファイバ
６６の一端に用いることによって、光の透過量を適宜に制御することができる。
【００８９】
　なお、図９（Ｂ）中には、指標用ライトガイドファイバ６６の外径と、被覆パイプ６６
ａの外径とが同じ外径を有するものとして図示したが、口金６０の第２の貫通孔６１ｂ内
に段差を設けて、指標用ライトガイドファイバ６６の一端がその段差に突き当てられるよ
うにすることも好適である。
【００９０】
　　［第３の実施の形態］
　次に、第３の実施の形態について図１０および図１１を用いて説明する。この実施の形
態は第１および第２の実施の形態の変形例であって、第１および第２の実施の形態で説明
した部材と同一の部材には同一の符号を付し説明を省略する。
【００９１】
　この実施の形態では、図１０（Ｂ）に示すように開口部６０ａが１つの開口であり、第
１の貫通孔６１ａおよび第２の貫通孔６１ｂ（図５（Ｂ）および図９（Ｃ）参照）が設け
られていない例について説明する。
【００９２】
　図１０（Ａ）に示すように、指標用ライトガイドファイバ６６の他端は、第１の実施の
形態で説明したように、ライトガイドファイバ３４の基端部と並設されていない。ライト
ガイドファイバ３４の他端は、円盤７４のすり鉢状の裏面７４ａに例えば接着剤等により
固定されている。
【００９３】
　指標用ライトガイドファイバ６６の一端には、例えばステンレス鋼材やアルミニウム材
等の金属材により形成された被覆パイプ６６ａが配設されている。図１０（Ｃ）および図
１０（Ｄ）に示すように、被覆パイプ６６ａは、内視鏡本体１２の口金６０の開口部６０
ａに固定される部分が平らに潰されている。このとき、図１０（Ｄ）に示すように、被覆
パイプ６６ａには、僅かに光が通る開口６６ｂが形成されている。
【００９４】
　ここで、指標用ライトガイドファイバ６６の被覆パイプ６６ａと、被覆パイプ３８ａを
被覆したイメージガイドファイバ３８とを開口部６０ａに圧入して固定する作業について
簡単に説明する。なお、後述するように、発光指標Ｌの長手方向を湾曲部４４の湾曲方向
として規定するため、アングルレバー５６を操作して湾曲部４４を湾曲させる向きに合わ
せて、イメージガイドファイバ３８の周方向の向きを合わせる。そして、湾曲部４４の湾
曲方向に対して発光指標Ｌの長手方向が平行となるように、指標用ライトガイドファイバ
６６の被覆パイプ６６ａと、被覆パイプ３８ａを被覆したイメージガイドファイバ３８と
を開口部６０ａに圧入する。このとき、被覆パイプ３８ａ，６６ａは共に弾性的作用によ
り開口部６０ａに固定された状態が維持される。なお、図１０（Ｂ）に示す被覆パイプ３
８ａ，６６ａと開口部６０ａとの間の隙間は、そのままでも良いし、接着剤等が流し込ま
れて強固に固定され、かつ、開口部６０ａをシールするようにしても良い。
【００９５】
　そして、バッテリ光源１２４からアダプタ１４のロッドレンズ１１４を通してライトガ
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イドファイバ３４に照明光が入射されると、ライトガイドファイバ３４を通した漏れ光は
、指標用ライトガイドファイバ６６に入射される。このとき、指標用ライトガイドファイ
バ６６は接着剤で円盤７４の裏面７４ａに固定されているので、照明光の漏れ光が安定的
に指標用ライトガイドファイバ６６に入射される。このため、ライトガイドファイバ３４
からの漏れ光を指標用ライトガイドファイバ６６の他端に確実に入射することができる。
【００９６】
　指標用ライトガイドファイバ６６の他端には、平らに潰された被覆パイプ６６ａが配設
されているので、その被覆パイプ６６ａの開口（僅かな隙間）６６ｂから光が出射される
。このため、図１１に示すように、発光指標Ｌは略棒状に観察される。このとき、発光指
標Ｌの長手方向を湾曲部４４の湾曲方向と平行に規定した状態で指標用ライトガイドファ
イバ６６の被覆パイプ６６ａと、被覆パイプ３８ａを被覆したイメージガイドファイバ３
８とを開口部６０ａに圧入して固定した。そして、アングルレバー５６を図１（Ａ）から
図１（Ｃ）に示すＵＤ方向に適宜に回動させると、発光指標Ｌが観察画像Ｆの外側に配置
された状態で観察画像Ｆ内の像が図１１中の符号βで示す方向（湾曲部４４の湾曲方向と
同じ方向）に沿って移動する。すなわち、発光指標Ｌの長手方向と湾曲部４４の湾曲方向
とは一致（又は略一致）する。
【００９７】
　これまで、いくつかの実施の形態について図面を参照しながら具体的に説明したが、こ
の発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で
行なわれるすべての実施を含む。
【図面の簡単な説明】
【００９８】
【図１】（Ａ）は本発明の第１から第３の実施の形態に係る、内視鏡本体、アダプタ、ア
ダプタの接眼部としてのカメラヘッドを分離させた状態で有する内視鏡を示す概略図、（
Ｂ）は内視鏡本体にアダプタを装着し、アダプタの接眼部としてのカメラヘッドを分離さ
せた状態で有する内視鏡を示す概略図、（Ｃ）は内視鏡本体、アダプタ、アダプタの接眼
部としてのカメラヘッドを装着した状態で有する内視鏡を示す概略図。
【図２】第１から第３の実施の形態に係る内視鏡本体の先端硬質部の先端を示す概略図。
【図３】第１から第３の実施の形態に係る内視鏡本体の操作部のアダプタ装着用口金の近
傍を示す概略的な斜視図。
【図４】第１の実施の形態に係る内視鏡の内視鏡本体の操作部のアダプタ装着用口金およ
びアダプタを分離させた状態を示す概略的な断面図。
【図５】（Ａ）は第１の実施の形態に係る内視鏡の内視鏡本体の操作部のアダプタ装着用
口金を示す概略的な断面図、（Ｂ）は図５（Ａ）中の矢印５Ｂ方向から観察した状態を示
す概略図。
【図６】（Ａ）は第１の実施の形態に係る内視鏡の内視鏡本体の操作部のアダプタ装着用
口金にアダプタを嵌合させた状態示す概略的な断面図、（Ｂ）は図６（Ａ）中の６Ｂ－６
Ｂ線に沿う概略的な断面図。
【図７】（Ａ）は第１から第３の実施の形態に係る内視鏡のアダプタの光源取付部に対し
てライトガイドケーブルやバッテリ光源が配設されることを示す概略図、（Ｂ）は図７（
Ａ）中の矢印７Ｂ方向から観察した状態を示すアダプタの下面図。
【図８】（Ａ）は第１の実施の形態に係る内視鏡で被写体を観察したときのモニタ内に発
光指標および観察像が表示された観察画像を示す概略図、（Ｂ）は図８（Ａ）に示す状態
に対して湾曲部を湾曲させて観察像内の被写体を観察像の端から真ん中近傍に移動させた
状態を示す概略図。
【図９】（Ａ）は本発明の第２の実施の形態に係る内視鏡の内視鏡本体の操作部のアダプ
タ装着用口金を示す概略的な断面図、（Ｂ）は図９（Ａ）中の９Ｂ－９Ｂ線に沿う概略的
な縦断面図、（Ｃ）は矢印９Ｃ方向から観察した状態を示す概略図。
【図１０】（Ａ）は第３の実施の形態に係る内視鏡の内視鏡本体の操作部のアダプタ装着
用口金を示す概略的な断面図、（Ｂ）は図１０（Ａ）中の矢印１０Ｂ方向から観察した状
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態を示す概略図、（Ｃ）は指標用ライトガイドファイバに先端側を潰した被覆パイプを固
定した状態を示す概略図、（Ｄ）は図１０（Ｃ）中の矢印１０Ｄ方向から観察した状態を
示す概略図。
【図１１】第３の実施の形態に係る内視鏡で被写体を観察したときのモニタ内に発光指標
および観察像が表示された観察画像を示す概略図。
【符号の説明】
【００９９】
　３４…ライトガイドファイバ、３４ａ…被覆パイプ、３８…イメージガイドファイバ、
３８ａ…被覆パイプ、６０…口金、６０ａ…開口部、６２…第１の装着部、６３…上面、
６４…第２の装着部、６４ａ…凹部、６６…指標用ライトガイドファイバ、７２…平面、
７４…円盤、７４ａ…裏面

【図１】 【図２】

【図３】
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解决的问题：提供一种内窥镜，在该内窥镜中可以低成本地布置分度
器，同时容易地确定方向。 内窥镜10包括内窥镜主体12，照明光学系统
34，导光部66和发光指标。 内窥镜主体12具有插入到体腔内的插入部22
和设置在该插入部的基端的操作部24。 照明光学系统从内窥镜主体的操
作部插入到插入部，在操作部具有入射端，在插入部具有出射端，并入
射到入射端和出射端。 引导照明光以利用从其发射的照明光来照明对
象。 导光单元66从照明光学系统34的入射端与出射端之间的部分拾取照
明光的泄漏光以引导光，或直接引导照明光。 发光指标设置在内窥镜主
体12上，并且由导光单元66引导的光发光。 [选择图]图5
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